








































































る意識を調査  【方法】データ収集期間：2018.8.1～2019.1.31。対象：1. A病院、B病
棟に入院中・入院予定の血液疾患患者で無菌室に入室  2. 退院後は自宅療養予定  3. 
介入時点でリハビリを行っていない  手順：1. インタビュー  2. CTCAEを活用した
リハビリ  3. 開始後1～2週間でインタビューとパンフレットを用いた指導  4. さら
に1～2週間経過後インタビュー  5. 退院時インタビュー  【結果】対象者は64歳～83


























ゴリー  1. 患者の思いや不安を受け止め安心感に繋げる  2. 家族の希望を取り入れ、





















































フに対して 1. 平成30年4月9日～13日現地5日間でEnd of Life Nursing Education 
Consortium Japan Program を実施。2. 平成30年6月25日～27日現地3日間でデス
カンファレンスの導入指導を実施。3. 平成30年11月20日～27日現地7日間でACP
（advance care planning）についての研修会を実施。前後で、知識テスト等を実施し、
教育効果を測定した。参加者は勤務の関係上、連日参加できないこともあった。【倫
理的配慮】研修参加者に事前に研修前後での知識テスト行うことを説明し、結果は匿
名で集計され、またその結果は学会等で発表する旨の承諾を得た。【結果】研修前後
の知識テストはおおむね研修後の点数が高かった。また、緩和ケア医以外の医師が
ACPの講義を受けて緩和ケアの理解が深まったことや、救急救命医の負担感が減っ
たことなどのアンケート結果が得られた。ACPシートの活用など実際の臨床場面で
の変化も多く認められた。【考察】国際協力という支援を活用して学習しようという
ニーズが高かったこともあり、教育効果が得られたと考えられる。
